












 

・生ごみの堆肥化を進める中心的な役割を果たす人材の育成を図るため、コンポスト学校へ意欲的な

町民を派遣し、「生ごみマイスター」として登録しています。生ごみマイスターを中心に堆肥化に取

り組む町民が増えています。 

 

●今後の取組や課題 

・生ごみ堆肥の品質の良さをＰＲすることで、新たに生ごみ堆肥化に取り組む世帯の拡大に取り組み

ます。 

・生ごみ堆肥で育てた野菜などが道の駅等で販売できるよう、関係部署・事業者に生ごみ堆肥の有効

性をＰＲしていく必要があります。 

 

 

●関係者の声 

切り返しに参加した方から 

・生ごみ堆肥に取り組む前に予想していたほど、作業は煩わしくなかっ

た。 

・ごみの処理経費が軽減されることと、生ごみが資源として活用できる

ことが良い。 

・「コンポスト」「通常のごみ処理」「堆肥化」といろいろなごみ処理手法 

 を住民が選択できることが、継続していくために必要。 

・仲間と話し合いながら、堆肥を作っていることが楽しい。 

・最終的にできあがった堆肥が欲しくて、生ごみの堆肥化に取り組んで 

いる。安全で安心な野菜づくりを進めたい。 

         などなど参加している皆さんの楽しそうな笑顔が印象的でした。 

 

 

生ごみマイスターの皆さんから 

・中西さん 

  平成 18 年 12 月に松阪で堆肥化の講演を聞いて、自 

治会の婦人部を中心に自主的に堆肥化に取り組みだした。 

平成 22 年度から町の支援があり他の地域でも堆肥化 

グループが拡大しているのは心強い。 

         安全な食品を食べることの必要性を訴 

えかけながら、参加者の拡大を図って 

いるので、急速に参加者の拡大は 

できないが、地区の文化祭でＰＲし、堆肥化の手順を図解したり、できた堆肥 

を活用した野菜を販売したりすることで、地道に参加者の拡大を図っています。 

          

           

 

 

 

 

切り返し 

生ごみマイスターの皆さん 

中西さん 



 

・濱地さん 

  現状、私のグループでは、ごみ出しは男性の仕事となっ 

 ていることが多い。ごみの減量化は、ごみ出しをする男性 

も関係するので関心が高いのではないか。住民活動として 

永続させるには、口うるさく、あまり細々と注文を出さな 

いことが大事です。 

  高齢者は、分別も難しく二次処理までできないので、一 

 般家庭と同じやり方は難しい。地域でのフォローが必要。 

 

・稲垣さん、岸さん、浅井さん、田岡さん 

  現在、マイスターめざし、堆肥化技術を習得するために奮闘中！ 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクルクラブで活動している方から 

・会長の中村さん 

 月 1 回（旧大台・宮川隔月）の粗大ごみ収集の日に 

合わせて、譲りたい物と欲しい物のマッチングを行って 

います。必要があれば、修理を行いリサイクルしていま 

す。平成 22 年度から活動開始。現在会員は 10 名。 

 

 

               使える物を利活用できることに意義を見出している人もいれば、 

自分の技術の活用に生き甲斐を感じている人もいます。 

               このような活動は、社会的な意義もあり、皆さんに喜んでいた 

だき、やりがいがあります。 

               今後、年に数回、リサイクル関係の 

              イベントを開催していきたいと考えています。 

 

大台町 生活環境課から  

 町としては「生ごみマイスター」と連携して、堆肥化の取組を全域に 

広げていきたいと考えています。 

 完熟堆肥を使用することによって、良い土ができ、良い水・空気が作 

られ、ひいては環境保全にもつながっていくと確信しています。 

濱地さん 

岸さん 稲垣さん 

粗大ごみ集積場 

会長の中村さん 

大和谷 



 

 

■名張市「生ごみ・草木類の回収及び資源化システムの実証実験事業」 

●事業の目的と概要 

                     名張市では、「ごみゼロ社会を目指すアクションプログ 

ラム（第三次）」に基づき、平成 22 年度は、生ごみ及び 

                    草木類の資源化における課題の検証や対応策等を検討す 

                    るために「生ごみ資源化試行事業」及び「草木類資源化 

                    事業」を行いました。 

                     

                    （生ごみ資源化試行事業） 

                    ・市内２３地区（１，９６３世帯）をモデル地区に選定 

                     し、その住民は、週１回の専用収集日に、生分解性プ 

 ラスチック製の生ごみ専用袋に生ごみだけを入れて、 

                     各ごみステーションに排出します。なお、試行にあた 

っては、フタ付き密閉型水切りバケツを配布するなど 

                     、生ごみ資源化を進める資材の使い勝手も検討しまし 

た。その生ごみを民間事業者の処理施設に運び、堆肥 

化に向けての課題の抽出と対応策の検討を行いました。 

 

（草木類資源化事業） 

・せん定枝用小型破砕機を購入し、平成 22 年 

8 月から市民向けに 3 台の貸出を開始しまし 

た。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

●事業の成果 

・平成２２年１０月１日～１２月２３日までの間、応募のあった 

２３地区（１,９６３世帯）で生ごみ資源化の試行したところ、 

収集した生ごみは、18,580kg、収集袋数は、12,689 袋にの 

ぼりました。 

 

 

 

 

資源循環型社会イメージ図 

生分解性プラスチック製 

生ごみ専用袋 
フタ付き密閉型水切りバケツ 

せん定枝用小型破砕機 

生ごみ収集 



 

 

・「草木類資源化事業」について、せん定枝用小型破砕機の貸出回数が 111 回、45L 袋換算での破砕

量は 336 袋となり、家庭における草木類の資源化が進みました。 

 

●今後の取組や課題 

・約３か月間の「生ごみ資源化試行事業」では、燃やすごみの収集日を週２回から週 1 回と減らし、

そのうちの 1 回を生ごみ専用収集日としました。試行を通じて大きな混乱はなかったのですが、燃 

 やすごみの収集日を週１回に減らしたことから、おむつやペットシートなど長期間家庭で保管する

ことが困難な燃やすごみへの対応が課題として明らかになりました。 

・試行事業で使用した「生分解性プラスチック製袋」は、自然劣化が生じ長期の保管が難しいことや

強度に問題があります。また、ポリエチレン製の指定袋とはコスト面で 4 倍の差があることから、 

本格実施に向けて検討していく必要があります。 

・平成 23 年度には、アンケート結果を踏まえ、再度、夏場に 

生ごみ資源収集を試行しています。今回は、におい対策とし 

てポリバケツをごみステーションへ設置しました。ごみ専用 

袋については、ポリエチレン製での事業が成立するかどうか 

検証を行いました。 

・「草木類資源化事業」では、せん定枝用小型破砕機の貸出事業 

が好評だったことから、平成 23 年度より小型破砕機を購入す 

 るときには、補助金を拠出しています。 

                  また、二次破砕機付せん定枝粉砕処理車を購入し、市内、市 

                 所管部署等から発生する草木類を対象としての資源化及び小中 

                 学校の環境学習等での活用を行っています。 

 

 

 

 

●関係者の声 

（近畿環境サービス（株） 

              これまで、主に下水道汚泥の堆肥化を中心に行ってきました。YM 菌※ 

             の効果で 100℃以上の高温になるため、害虫の発生もなく副資材を使用 

             しないことで、減容率が 1％未満と高いことが特徴です。 

              企業として、市の事業に協力することで社会貢献活動の展開をはかり 

             たいとのことから、今回の試行事業へ協力しています。 

              本格実施についても、試行中の課題を整理して協力していきたいと考 

             えています。生成した堆肥は、近隣の農家や社員に提供し、2～3 割の 

増収になったと喜ばれています。 

 また、自社で持つ実験農場でも使用し、試験的に農作物を 

育てています。 

 減容率が高いため、生成される堆肥の量が少ないことが、 

これからの課題です。 

 

夏場の試行（におい対策） 

堆肥化施設の内部 

敷地内の実験農場 

二次破砕機付せん定枝粉砕処理車 

環境学習 

※YM 菌とは、高温好気性の特殊なバクテリアで特許菌です。 



 

 

 

（株）エム・シー・エス 

 今回の市の試行事業とは関係なく、8 年程前に数年間、独自に 

近隣住民（300 世帯）と生ごみの堆肥化に取り組んでいました。 

 生ごみの資源化を企業の循環型社会への貢献ととらえ、コンポ 

ストマイスター資格取得のため、従業員を研修に派遣、就業時間 

後に勉強会を開催するなど、事業所あげて生ごみの資源化に取り 

組んでいます。 

 平成 22 年度と 23 年度の市の試行事業に参加しています。市の明確な方針が決定されたら、2 回

の試行で明らかになった課題を整理し、本格実施にもぜひ協力したいです。 

 

赤坂区区長 井川敏雄さん 

               平成 19 年度に「名張市ごみゼロ・リサイクル推進委員会」に区長 

              会代表者として参加し「アクションプログラム」の策定に携りました。 

               生ごみを焼却処分することは、炉で水を燃やしているようなもので 

              効率も悪い。多くの名張市民は、市の行政手腕に期待しており、特に 

              環境・福祉面の評価も高い。市の財政状況が厳しいことも理解してお 

              り、住民もできる範囲で協力しようという思いがあります。 

               今回の試行事業で区長として特に苦労を感じたことはありません。 

              最初は、反対意見の方もみえましたが、丁寧に説明することで理解さ 

れたと思います。ごみ減量化については、若い世代の方が理解があります。今回の試行事業に参加し

てみて、住民の間に助け合いの気持ちが広まり、地域の一体感が強くなった気がします。 

 

（名張市役所 環境対策室 名和健治室長、川内彬宏さん） 

 昨年度の試行事業によるアンケート結果 

によって明らかになった課題の解決を検証 

するため、今年度（平成 23 年度）は「夏季 

生ごみ資源化試行事業」を行っています。 

この 2 回の試行を踏まえ、今後は市内全域 

での本格実施に向けた取組を市民・事業者と 

共に丁寧に行いたいと考えています。 

 

堆肥化施設の内部 

赤坂区区長 井川敏雄さん 

名張市市役所 名和室長 名張市市役所 川内さん 



 

 

■伊勢市「事業系ごみの減量化・資源化に関する検討事業」 

●事業の目的と概要 

 伊勢市では、これまで、燃えるごみをできる限り少なくするため、ごみの減量化や資源化に取り組

んできましたが、生ごみの有効利活用による減量化・資源化が課題として残っています。 

 そこで、平成 21 年度には、家庭から排出される燃えるごみ及び生ごみの組成について、状況を把

握しました。 

 平成 22 年度は、燃えるごみ全体（家庭系及び事業系）の減量・資源化を進めるため、事業者から

排出される燃えるごみの組成調査及び事業者に対する燃えるごみの減量・資源化に対する意識調査(ア

ンケート)を実施しました。 

 

●事業の成果 

・伊勢市内の飲食業、旅館・ホテル業、総合食品小売業者 10 

事業者から排出される燃えるごみについて組成等分析調査 

を行ったところ、厨芥類が重量ベースで一番多く、未利用 

食品を含めると半分近くを占めていることがわかりました。 

・アンケート結果では、ごみの減量化や資源化に取り組んで 

いる事業者が 4 割弱、生ごみの有効活用に「賛成」と回答 

 したのは 6 割を超えていました。 

・有効活用に際して、生ごみの分別排出が「可能」と回答した 

 のは 6 割で、その理由としては、「生ごみの有効利用に協力したい」や「環境への負荷が軽減される

ことを期待できる」などの意見が多く、生ごみの減量や資源化に対して一定の理解がされているこ

とがうかがえました。 

 

●今後の取組や課題 

・今回の調査で事業系ごみの組成と事業者の意識等が把握できたので、市全体としてのごみの減量、

特に生ごみの減量と資源化について検討を進めたいと考えています。 

・生ごみの有効活用について、これまでの商工会議所と共同研究を進めてきたメタン発酵などの先進

事例を参考にしながら、さらに調査・研究を進めていきます。 

 

●関係者の声 

ユニー（株）ピアゴ上地店 櫻井雅和 業務副店長 

 ユニーでは、かねてからエコ・ファースト企業として食品残 

渣の資源化を積極的に進めています。当店でも、生ごみを堆肥 

化することで資源化し、その堆肥を活用し、野菜などを生産し 

て、その野菜をお店で販売する、ループを構成したいと考えて 

いました。このような企業風土のあるところに伊勢市からの依 

頼があったので、当方としては社会貢献のことも考え、迷わず 

参画しました。 

 

 

ごみ組成等分析調査 

櫻井業務副店長 



 

 

 

 当方では、生ごみを堆肥化するところまでは進んでいますが、その堆肥を使った生産物は、まだこ

の店舗には入ってきていないので、すでに実践している他店舗のようにループに取り組めるようにし、

また、食料品だけでなく、衣料や住用品に関連するごみの減量も進めていきたいと考えています。 

 地域のごみ減量化のトップランナーになることをめざしていますが、地域の方にあまり取組が知ら

れていないようなので、PR していきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢市環境生活部環境課 坂本進副参事、松村綾子さん 

                   

                   これまで事業者の方に対してごみに関する啓発をあまりで 

                  きていなかったので、今回協力いただいた事業者の方には、 

                  個々のごみの組成と市のごみ状況を知っていただけてよかっ 

                  たと思います。調査結果及び減量化・資源化の依頼文書をお 

                  渡ししたのですが、本来は、個々の結果を踏まえ、減量化・ 

                  資源化に関する意見交換ができると、よりよかったと思いま 

                  す。 

                   一方、調査対象事業者の方のうち、ピアゴさんのように、 

                  今回の調査をきっかけに厨芥類の堆肥化に取り組んでいただ 

いたことは、とてもうれしく思っております。 

 今後は、今回の調査結果を元に、さらなる減量化・資源化に取り組んでいきたいと思います。 

館内の直営店、テナントごとにごみを 

分別ステーション化、館内全てのごみを 

集めてくる場所での分別。分別に迷って 

も判断できるように、可能なかぎり写真 

付きで表示している。 

 ごみの排出の際には、計量機により、ご 

みの種類ごとに計量し、計量が終了したも 

のをごみの種類ごとに集積している。従業 

員のごみ減量に対する意識啓発に効果が 

見られる。 

（左）坂本副参事 （右）松村さん 



 平成 17 年度から 22 年度までの間、ごみゼロ社会実現プランに掲げる具体的施策を
より実効性の高いものとすることにより、プラン推進に関する取組の県全域での展開を
図るため、多様な主体の連携・協働によるごみ減量化等の取組に対する補助を行ってき
ました。以下に、平成２１年度までの事業概要と成果をプランの基本取組に基づき、ま
とめました。 
 
 

基本取組５－１ 生ごみの堆肥化・飼料化 

事業名 市町 年度 概要 効果（成果） 

生ごみ堆肥化シ
ステムの実証試
験 

紀宝町 １７ 

・町内で生ごみ等を分別収集するモデル
地区を設定。 
・実験処理施設を整備し、生ごみ堆肥化
の実証試験事業を実施。 

・事業参画者の推移 
平成18年3月末 84世帯、8事業者 
平成21年7月  150世帯、9事業所 

・町全域でのシステム構築に向け、平成21年
度に生ごみ堆肥化推進委員会を設置。平成22
年9月に報告書を作成。 

リサイクルパー
ク整備事業 

鳥羽市 １８ 

・計画段階から市民の意見を取り入れた
事業展開。 
・ＮＰＯ が運営主体となる「リサイク
ルパーク」を整備。 
・パークに資源物の回収や環境教室等の
拠点機能を付与。 

・リサイクルを促進するために、持ち込んだ
紙類の重さに応じ、ポイントを付与する制度
（てんすうくんカード：地域の商店街での買
い物時に利用）を導入。 
・22年度の利用者数は延べ21,646名、資源回
収量は約250ﾄﾝ。資源化システムとして定着。 

事業系ごみ減量
化手法検討調査 

鳥羽市 １８ 

・ホテル・旅館が多い地域事情に応じた
事業系ごみ減量化手法を検討。 
・実効性を高めるために商工会議所と連
携。 

・事業系ごみの排出実態を明らかにすること
で、今後の方向性を検討。 
・商工会議所内に「循環型社会システム作業
部会」を設置し、意見をとりまとめ、19年3月、
鳥羽商工会議所総会で報告。 
・20年度には、旅館・ホテル等の協力を得て、
食品廃棄物の再資源化システムのモデル事業
を実施。 

事業系ごみ(食品
廃棄物)再資源化
システム検討事
業 

鳥羽市 ２０ 

・平成18年度のモデル事業「事業系ごみ
の減量化手法検討調査」を踏まえ実施。 
・食品廃棄物の減量化・リサイクルルー
プ構築のため、商工会議所等と連携して
モデル事業所を選定し、事業系ごみの再
資源化に向けたシステムの検討・実証を
実施。 

・事業者、地元商工会議所、行政が同じテー
ブルでシステムづくりの検討を進めること
で、ごみ排出の現状や課題、資源化に向けた
取組について意見交換を行うことで、共通認
識のもと、施策を実施。 
・事業者が自ら生ごみを減量・減容・堆肥化
し、完成堆肥を活用し、契約農家で米や野菜
を栽培。出来上がった作物は、食材として利
用するリサイクルループを構築。 
・参画２事業者から推計で年間最大約92ﾄﾝの
生ごみが削減。 
・事業者における生ごみ処理を促進するため、
生ごみ処理機の整備補助制度を創設。 

 
 

■ごみゼロ社会実現プラン推進モデル事業の効果検証
                                                   











 

■地域ごみゼロ推進交流会 

 地域のごみ減量化取組の活性化をめざし、桑名、四日市、鈴鹿、津、松阪、伊勢、伊賀、尾鷲・熊

野の県内 8 地域で各農林（水産）商工環境事務所環境室が主催し、住民やＮＰＯ団体等のみなさんで、

地域での取組発表・先進事例の紹介・意見交換等の情報交流や見学会、講演会などを実施しました。 

 

● 桑名 ごみゼロ交流会ｉｎ丹生川っ子祭 

 

11 回目となる今回は、「ごみゼロ交流会 in 丹生川っ子祭」とし 

て、環境と防災の視点を取り入れ、いなべ市立丹生川小学校で開催 

されました。 

 子どもたちは、ごみを出さないよう持参したマイ箸とマイ椀を使 

用し、豚汁を食べました。この豚汁は、地元の食生活改善推進協議 

会の方々が作られ、いなべ市で採れた食材を使用するなど地産地消 

にも取り組み、野菜の端材を使用するエコの観点も取り入れたもの 

になっています。 

 また、「乾パン（防災用非常食）に試食」、「リサイクルマーククイズ」、「環境紙芝居」、「防災・環境 

○×クイズ」をとおし、楽しみながら環境と防災について考えました。 

 最後に子どもたちは、「わたしの環境宣言」と題して、当日学んだことを参考に、「落ちているごみ

を拾う」、「なるべくごみを出さないようにする」など、今日から取り組む環境にやさしい行動を挙げ、

その実践を自分自身に約束しました。 

・日時：平成 22 年 11 月 20 日（土） 

・場所：いなべ市立丹生川小学校 

・参加者：270 名（保護者含む） 

 

●四日市 ごみゼロウォーク・エコフェア in 四日市大学 

 

子どもから大人まで、ごみ減量化など環境活動について楽しみながら学んでいただくことを目的に、

四日市大学環境学習サークルの学生たちとの共催で、「ごみゼロウォーク・エコフェアｉｎ四日市大学」

を開催しました。 

 「環境体験・交流コーナー」では、環境活動団体 10 団体が出展し、リサイクルや水生生物に関す

る展示、竹を使った手作りおもちゃの体験などが行われました。 

 「ごみゼロウォーク」では、来場者・団体・スタッフ合わせて約 100 名が参加し、3 班にわかれて

大学・小学校周辺の道路を清掃しました。清掃後、参加者には、地元大矢知産の流しそうめんを提供

しました。大学周辺の間伐竹で作られた台を流れてくるそうめんを参加者の皆さんは、マイ箸・マイ

椀を使って楽しく食べていました。 

 大学生、自治会、スポーツ少年団など地域の方々と協働で事業を実施したことにより、より深く環

境意識の高まりを感じることができました。 

・日時：平成 22 年 7 月 31 日（土） 

・場所：四日市大学 

・参加者：約 100 名 

 

マイ箸、マイ椀で食事 

環境 体験・交流コーナー ごみゼロウォーク 



 

●鈴鹿 地域ごみゼロ推進交流会「夏の鈴鹿川体験」 

                 

NPO 法人市民ネットワークすずかのぶどうが事務局となり開催 

               する「夏の鈴鹿川体験イベント」の実行委員会に参加し、イベント 

               全体に「ごみゼロの視点」が活かされるよう、マイ箸やマイ椀、マ 

               イカップの持参、リユース食器の使用、不要物の有効利用、イベン 

               ト全体のごみ減量などの取組を行いました。 

                また、「マイ箸づくり体験講座」のブースを出展し、尾鷲ひのきの 

               間伐材を削ってマイ箸を作る講座に約 90 名の親子に参加いただき 

               ました。 

 マイ箸づくりの参加者は、自分や家族が使うことを想定して真剣に作業を行い、完成した箸を「今

日から使いたい」と感想を話していました。 

 なお、イベントを通して、参加者へのごみ分別、ブースのごみを出展者に持ち帰るよう徹底したこ

と、飲食物についても、リユースカップやマイボトル、リユース食器を使用することで、環境に配慮

したイベントとなりました。 

・日時：平成 22 年 8 月 22 日（日）10 時～15 時 

・場所：鈴鹿川河川緑地（鈴鹿市） 

・参加者：約 1,000 名（イベント全体） 

 

●津 津地域ごみゼロ推進交流会～食からライフスタイルを考える～ 

 

 食を通してライフスタイルを見直 

し、ごみゼロ社会を考える機会を提 

供することを目的に交流会を開催し 

ました。 

 三重中京大学短期大学部土井喜美 

子教授から「ごみゼロからの食育－ 

しっかり食べる子ども－」と題して 

基調講演があり、「食品ロスを減らす必要性」、「食べるときのマナー」、「調理時に出るごみ」、「もった

いない・食への感謝」などについて、お話しいただきました。 

 事例発表では、学校現場の取組事例として「成美小学校」、「豊が丘小学校」、「香良洲小学校」から、

給食の残飯と調理くずから堆肥づくりに取り組む事例や海岸清掃の事例などが紹介されました。堆肥

化事業者の事例では、「有限会社三功」、「（株）エコくるセンター」から地域と連携した堆肥化への取

組が報告されました。 

 参加者全員の意見交換では、「夏場は水分の多い生ごみが多く乾燥も大変なため、燃えるごみに出し

たら、ごみの量がものすごく増えた。堆肥化はごみ減量に役立っているのがよくわかった。」など多く

の意見が出されました。 

・日時：平成 22 年 7 月 24 日（土） 

・場所：津市西部クリーンセンター 

・参加者：60 名 

 

 

マイ箸づくり体験 

熱心に話を聞く参加者 土井喜美子教授の講演 



 

●松阪 チャレンジ！ごみゼロフェスタ 2010～松阪地域ごみゼロ推進交流会～ 

 

 子どもやその家族、地域の方々が楽しみながら、ごみ減量化や環境への興味を持つ機会を提供する

ため、「チャレンジ！ごみゼロフェスタ 2010～松阪地域ごみゼロ推進交流会～」を開催しました。 

 「展示・体験コーナー」では、環境活動団体・こどもエコクラブ・市町等の活動紹介を展示、ごみ

ゼロクイズ、ゼロ吉ぬりえ、ペットボトル工作、風呂敷活用展示など

で楽しんでいただきました。 

               また、「ステージコーナー」では、「イオン明和チアーズクラブ」の

活動発表、「嬉野アイリス」の「リフォームファッションショー」、「は

るくま＊おはなし」の「環境紙芝居」、日下部茂世氏による「みえゴミ

ゼロじいさんのひとくふう」の講演など盛りだくさんの内容でした。 

               これら環境活動団体の取組の紹介、講演・紙芝居、リサイクル工作、

環境クイズを通して環境学習を行うことで、ごみの減量化につながる

“もったいない”精神について考えてもらうイベントとなりました。 

・日時：平成 22 年 10 月 24 日（日） 

・場所：三重県立みえこどもの城 

・参加者：約 370 名（施設全体入場者数 1,086 名） 

 

 

● 伊勢 「できることから始めよう・美しい私たちの伊勢志摩のため」 

（伊勢志摩地域ごみゼロ推進交流会・講演会） 

 

地域のみなさんにごみ問題の現状や先進的な取組事例を知っていただき、地域における 3Ｒの推進

に向けた取組につなげていくことを目的に、伊勢志摩地域で環境保全活動を行っている「きれいな伊

勢志摩づくり連絡会議」と共催で開催しました。 

 午前中の交流会では、国立大学法人三重大学学長補佐朴恵淑氏（現在、理事・副学長）をアドバイ

ザーに迎え、「鳥羽市相差町内会会長中村氏」、「志摩夢まちサポーターズ代表竹内氏」、「伊勢友の会滝

川氏」、「主婦の玉山氏」、「ＮＰＯ法人植える美ｉｎｇの相可高等学校生産経済科のみなさん」から身

近な環境における活動を発表し情報交換を行いました。 

 午後からは、県から「県内のごみの現状」について報告した後、三重大学の朴氏による「世界一の

環境先進大学」をめざす取組について、また、トヨタ自動車株式会社堤工場の寺田氏から「堤工場サ

ステナブルプラント活動について」と題して、自然を活用し、自然と共存できる工場をめざした取組

について講演していただきました。 

 約 80 名の方々に参加いただき、住民 

・ＮＰＯ・行政間の対話を促進し、今後 

の活動に新しい展開をはかっていくきっ 

かけとなりました。 

・日時：平成 22 年 12 月 4 日（土） 

・場所：ハートプラザみその多目的ホール 

・参加者：午前 69 名・午後 82 名 

 

 

ごみゼロじいさんの講演 

環境紙芝居の様子 

講演会 

交流会 



 

●伊賀 ～ごみと資源は紙ひとえ～伊賀地域ごみゼロ推進交流会 in 市民夏のにぎわいフェスタ 2010 

伊賀市の夏の恒例行事「市民夏のにぎわいフェスタ」に「ごみと資源は紙ひとえ」をテーマとした

ブースを出展し、幅広く市民の皆さんにごみゼロの取組をＰＲしました。 

 ブースでは、来場者に牛乳パックを使用してオリジナルはがきを作る「紙すき」や環境にやさしい

生活を行っているかを判定する「もったいないチェック」を体験していただきました。また、伊賀市

で 7 月から始まった容器包装プラスチックの分別収集について、わかりやすく理解していただくため

に、実際のプラスチックごみを使った「分別ゲーム」を行いました。 

 これらの体験を通して、分別すればごみが資源になることなど、環境にやさしい生活スタイルを考

えていただく機会になりました。 

・日時：平成 22 年 8 月 22 日（日） 

・場所：伊賀市内中心市街地 

・参加者：約 150 名 

 

 

 

 

●尾鷲・熊野 ごみゼロ推進交流会 in 熊野・尾鷲 

 

家庭や職場における自主的・自発的なごみ減量の取組を進めていただくことを目的に、尾鷲及び熊

野地域合同による施設見学会と体験学習を行いました。 

 施設見学では、紀南清掃センターＲＤＦ（ごみ固形燃料）化施設の概要説明の後、施設内を見学し、

普段出しているごみがどのように処理されているのかを学びました。 

                 その後、三重県環境学習情報センターの吉田晴子氏を講師に迎

え、買い物ゲームを行いました。家庭から出るごみのうち、容器

包装ごみが体積比で全体の約 6 割を占めるため、このゲームを通

じて、買い物時にできるだけごみが出ない商品を買うことがごみ

の減量化につながることを学びました。 

                 最後に、個人でごみの減量についてできることをグループにわ

かれて考え意見交換を行いました。 

                 参加者一人ひとりが、「ごみゼロ」について考える機会となりま

した。 

・日時：平成 22 年 10 月 24 日（日） 

・場所：南牟婁清掃事業組合紀南清掃センター 

・参加者：42 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙すき体験 ブース前のゼロ吉 

施設見学 

買い物ゲーム 














